
JP 2008-263543 A 2008.10.30

10

(57)【要約】
【課題】リモートコントローラを用いた遠隔操作により
、より簡便な方法で、記録したコンテンツに関連する音
声情報を入力することができる記録再生装置を提供する
。
【解決手段】リモコンにおいて、音声情報入力手段（マ
イクロホン等）により音声情報がユーザにより入力され
、送信手段（送信部等）により、入力された音声情報に
基づく音声データが装置本体１に送信され、装置本体１
において、受信手段（受信部３、受信プログラム１４３
ｃ等）により、リモコンから送信された音声データが受
信され、音声情報記録手段（音声情報記録プログラム１
４３ｄ等）により、受信手段により受信された音声デー
タが、一のコンテンツデータに対応付けて記録され、音
声情報出力手段（変換音声出力プログラム１４３ｇ等）
により、音声情報記録手段により記録された音声データ
が再生されて出力される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントローラと、を備える記録再生
装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを、所定の音声データに変換する音
声変換手段と、
　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声変換手段により変換される前記
所定の音声データの音声変換モードを、複数の音声変換モードの中から選択する選択手段
と、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声情報記録手段により記録された
音声データの中から、所定の語句を含む音声データを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含む音声データと対応付けられたコン
テンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
を備えることを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントローラと、を備える記録再生
装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを再生して出力する音声情報出力手
段と、
　を備えることを特徴とする記録再生装置。
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【請求項３】
　装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントローラと、を備える記録再生
装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを、所定の音声データに変換する音
声変換手段と、
　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　を備えることを特徴とする記録再生装置。
【請求項４】
　前記装置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声情報記録手段により記録された
音声データの中から、所定の語句を含む音声データを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含む音声データと対応付けられたコン
テンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２又は３に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントローラと、を備える記録再生
装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、テキストデータに変換するテキスト
変換手段と、
　前記テキスト変換手段により変換されたテキストデータを、一のコンテンツデータに対
応付けて記録するテキスト記録手段と、
　前記テキスト記録手段により記録されたテキストデータを、所定の音声データに変換す
る音声変換手段と、
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　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　を備えることを特徴とする記録再生装置。
【請求項６】
　前記装置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記テキスト記録手段により記録された
テキストデータに基づく文字情報を表示部に表示させるテキスト表示制御手段を備えるこ
とを特徴とする請求項５に記載の記録再生装置。
【請求項７】
　前記装置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記テキスト記録手段により記録された
テキストデータの中から、所定の語句を含むテキストデータを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含むテキストデータと対応付けられた
コンテンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項５又は６に記載の記録再生装置。
【請求項８】
　前記装置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声変換手段により変換される前記
所定の音声データの音声変換モードを、複数の音声変換モードの中から選択する選択手段
を備えることを特徴とする請求項３～７の何れか一項に記載の記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツデータの記録及び再生が可能な記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンテンツデータの記録・再生を行うＨＤＤ（Hard Disc Drive）レコーダ等の記録再
生装置では、記録したコンテンツの中から再生コンテンツを選択する際、ディスプレイに
表示されたタイトルリストの中から所望のコンテンツを選択する方法が一般的である。
【０００３】
　図１３は、従来の記録再生装置において、再生コンテンツを選択する際等に、ディスプ
レイに表示されるタイトルリストを例示する図である。図１３に示すように、従来のタイ
トルリストには、例えば、記録された各コンテンツの番組情報（すなわち、タイトル、放
送局、放送日時、チャンネル等）が一覧表示されており、ユーザは、これらの番組情報の
一覧から、所望のコンテンツを選択する。
【０００４】
　しかしながら、図１３のタイトルリストに表示されるタイトル等の番組情報だけでは、
番組内容の判別が難しく、所望の再生コンテンツを容易に選択できないという問題があっ
た。特に、タイトルが同じシリーズ番組が録画されている場合には、録画日時だけでそれ
ぞれの番組内容を判別することは非常に困難である。
【０００５】
　そのため、リモコンや、機器本体に接続したキーボード等で、記録したコンテンツの番
組タイトルを編集する方法が知られている。しかし、この方法では、編集操作に余計な手
間が掛かってしまい、また、編集操作自体も煩雑であるため、ユーザにとって不便である
という問題があった。
　その他、コンテンツのオープニング画面をサムネイル表示する方法や、コンテンツのダ
イジェストをサムネイル画面で再生する方法、記録したコンテンツから番組内容が判別可
能な部分を抜き出して再生する方法等が知られている。しかし、このようなプレビュー再
生を行う方法では、コンテンツの再生を行ってその内容を判別するまでに時間がかかって
しまうため、不便である。
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【０００６】
　そこで、特許文献１には、メイン音声の内容を示すタイトルやメモを音声で入力し、こ
れをメイン音声に関連付けて記録媒体に記録するとともに再生することによって、メイン
音声の録音内容を容易に知ることができる音声記録再生装置が知られている。
【特許文献１】特開２００４－３５４９２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の技術では、遠隔操作により音声メモを機器本体
に入力することはできないため、ユーザにとって不便なままであるという問題があった。
【０００８】
　本発明の課題は、リモートコントローラを用いた遠隔操作により、より簡便な方法で、
記録したコンテンツに関連する音声情報を入力することができる記録再生装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、装置本体と、当該装置本体を遠隔
操作するリモートコントローラと、を備える記録再生装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを、所定の音声データに変換する音
声変換手段と、
　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声変換手段により変換される前記
所定の音声データの音声変換モードを、複数の音声変換モードの中から選択する選択手段
と、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声情報記録手段により記録された
音声データの中から、所定の語句を含む音声データを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含む音声データと対応付けられたコン
テンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
を備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントロ
ーラと、を備える記録再生装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
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　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを再生して出力する音声情報出力手
段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントロ
ーラと、を備える記録再生装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて
記録する音声情報記録手段と、
　前記音声情報記録手段により記録された音声データを、所定の音声データに変換する音
声変換手段と、
　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項２又は３に記載の記録再生装置において、前記装置本
体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声情報記録手段により記録された
音声データの中から、所定の語句を含む音声データを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含む音声データと対応付けられたコン
テンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、装置本体と、当該装置本体を遠隔操作するリモートコントロ
ーラと、を備える記録再生装置において、
　前記リモートコントローラは、
　ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部と、
　音声情報を、ユーザに入力させる音声情報入力手段と、
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　前記音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音声データを、前記装置本体
に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記装置本体は、
　入力されるコンテンツデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段により前記記録媒体に記録されたコンテンツデータを再生する再生手段と
、
　前記送信手段により、前記リモートコントローラから送信された前記音声データを受信
する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記音声データを、テキストデータに変換するテキスト
変換手段と、
　前記テキスト変換手段により変換されたテキストデータを、一のコンテンツデータに対
応付けて記録するテキスト記録手段と、
　前記テキスト記録手段により記録されたテキストデータを、所定の音声データに変換す
る音声変換手段と、
　前記音声変換手段により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する変換音声
出力手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の記録再生装置において、前記装置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記テキスト記録手段により記録された
テキストデータに基づく文字情報を表示部に表示させるテキスト表示制御手段を備えるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　請求項７に記載の発明は、請求項５又は６に記載の記録再生装置において、前記装置本
体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記テキスト記録手段により記録された
テキストデータの中から、所定の語句を含むテキストデータを検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された前記所定の語句を含むテキストデータと対応付けられた
コンテンツデータに関する情報を、前記表示部に表示させる表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、請求項３～７の何れか一項の記録再生装置において、前記装
置本体は、
　前記キー操作部におけるキー操作に基づいて、前記音声変換手段により変換される前記
所定の音声データの音声変換モードを、複数の音声変換モードの中から選択する選択手段
を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１に記載の発明によれば、リモートコントローラにおいて、ユーザによるキー操
作を受け付けるキー操作部が備わるとともに、音声情報入力手段により、音声情報が、ユ
ーザにより入力され、送信手段により、音声情報入力手段により入力された音声情報に基
づく音声データが、装置本体に送信される。また、装置本体において、記録手段により、
入力されるコンテンツデータが記録媒体に記録され、再生手段により、記録手段により記
録媒体に記録されたコンテンツデータが再生され、受信手段により、送信手段により、リ
モートコントローラから送信された音声データが受信され、音声情報記録手段により、受
信手段により受信された音声データが、一のコンテンツデータに対応付けて記録され、音
声変換手段により、音声情報記録手段により記録された音声データが、所定の音声データ
に変換され、変換音声出力手段により、音声変換手段により変換された所定の音声データ
に基づく音声が出力され、選択手段により、キー操作部におけるキー操作に基づいて、音
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声変換手段により変換される所定の音声データの音声変換モードが、複数の音声変換モー
ドの中から選択され、検索手段により、キー操作部におけるキー操作に基づいて、音声情
報記録手段により記録された音声データの中から、所定の語句を含む音声データが検索さ
れ、表示制御手段により、検索手段により検索された所定の語句を含む音声データと対応
付けられたコンテンツデータに関する情報が、表示部に表示される。
　したがって、記録再生装置において、音声情報をリモートコントローラに設けられた音
声情報入力手段により入力し、この音声情報を装置本体に送信して記録させることができ
ることとなって、リモートコントローラを用いた遠隔操作により、より簡便な方法で、記
録したコンテンツに関連する音声情報を入力することが可能となる。また、ユーザの入力
した音声情報が、ユーザ所望の音声に変換されて再生されるため、ユーザにとって使い勝
手を向上させることができる。さらに、ユーザは、音声情報に所定の語句が含まれるコン
テンツデータに関する情報を容易に把握することができるとともに、音声情報に所定の語
句が含まれるコンテンツデータに対して、容易にアクセスできることとなる。
【００１８】
　請求項２に記載の発明によれば、リモートコントローラにおいて、ユーザによるキー操
作を受け付けるキー操作部が備わるとともに、音声情報入力手段により、音声情報が、ユ
ーザにより入力され、送信手段により、音声情報入力手段により入力された音声情報に基
づく音声データが、装置本体に送信され、装置本体において、記録手段により、入力され
るコンテンツデータが記録媒体に記録され、再生手段により、記録手段により記録媒体に
記録されたコンテンツデータが再生され、受信手段により、送信手段によりリモートコン
トローラから送信された音声データが受信され、音声情報記録手段により、受信手段によ
り受信された音声データが、一のコンテンツデータに対応付けて記録され、音声情報出力
手段により、音声情報記録手段により記録された音声データが再生されて出力される。
　したがって、記録再生装置において、音声情報をリモートコントローラに設けられた音
声情報入力手段により入力し、この音声情報を装置本体に送信して記録させることができ
ることとなって、リモートコントローラを用いた遠隔操作により、より簡便な方法で、記
録したコンテンツに関連する音声情報を入力することが可能となる。
【００１９】
　請求項３に記載の発明は、リモートコントローラにおいて、ユーザによるキー操作を受
け付けるキー操作部が備わるとともに、音声情報入力手段により、音声情報が、ユーザに
より入力され、送信手段により、音声情報入力手段により入力された音声情報に基づく音
声データが、装置本体に送信される。また、装置本体において、記録手段により、入力さ
れるコンテンツデータが記録媒体に記録され、再生手段により、記録手段により記録媒体
に記録されたコンテンツデータが再生され、受信手段により、送信手段により、リモート
コントローラから送信された音声データが受信され、音声情報記録手段により、受信手段
により受信された音声データが、一のコンテンツデータに対応付けられて記録され、音声
変換手段により、声情報記録手段により記録された音声データが、所定の音声データに変
換され、変換音声出力手段により、音声変換手段により変換された所定の音声データに基
づく音声が出力される。
　したがって、記録再生装置において、音声情報をリモートコントローラに設けられた音
声情報入力手段により入力し、この音声情報を装置本体に送信して記録させることができ
ることとなって、リモートコントローラを用いた遠隔操作により、より簡便な方法で、記
録したコンテンツに関連する音声情報を入力することが可能となる。また、ユーザの入力
した音声情報が、所定の音声に変換されて再生されるため、ユーザにとって使い勝手を向
上させることができる。
【００２０】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項２又は３に記載の記録再生装置において、装置
本体において、検索手段により、キー操作部におけるキー操作に基づいて、音声情報記録
手段により記録された音声データの中から、所定の語句を含む音声データが検索され、表
示制御手段により、検索手段により検索された所定の語句を含む音声データと対応付けら
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れたコンテンツデータに関する情報が、表示部に表示される。
　したがって、ユーザは、音声情報に所定の語句が含まれるコンテンツデータに関する情
報を容易に把握することができるとともに、音声情報に所定の語句が含まれるコンテンツ
データに対して、容易にアクセスできることとなる。
【００２１】
　請求項５に記載の発明によれば、リモートコントローラにおいて、ユーザによるキー操
作を受け付けるキー操作部が備わるとともに、音声情報入力手段により、音声情報が、ユ
ーザにより入力され、送信手段により、音声情報入力手段により入力された音声情報に基
づく音声データが、装置本体に送信される。また、装置本体において、記録手段により、
入力されるコンテンツデータが記録媒体に記録され、再生手段により、記録手段により記
録媒体に記録されたコンテンツデータが再生され、受信手段により、送信手段により、リ
モートコントローラから送信された音声データが受信され、テキスト変換手段により、受
信手段により受信された音声データが、テキストデータに変換され、テキスト記録手段に
より、テキスト変換手段により変換されたテキストデータが、一のコンテンツデータに対
応付けられて記録され、音声変換手段により、テキスト記録手段により記録されたテキス
トデータが、所定の音声データに変換され、変換音声出力手段により、音声変換手段によ
り変換された所定の音声データに基づく音声が出力される。
　したがって、記録再生装置において、音声情報をリモートコントローラに設けられた音
声情報入力手段により入力し、この音声情報を装置本体に送信してテキスト形式で記録さ
せることができることとなって、リモートコントローラを用いた遠隔操作により、より簡
便な方法で、記録したコンテンツに関連する音声情報を入力することが可能となる。また
、ユーザの入力した音声情報が、所定の音声に変換されて再生されるため、ユーザにとっ
て使い勝手を向上させることができる。
【００２２】
　請求項６に記載の発明によれば、請求項５に記載の発明の効果が得られるのは無論のこ
と、装置本体において、テキスト表示手段により、キー操作部におけるキー操作に基づい
て、テキスト記録手段により記録されたテキストデータに基づく文字情報が表示部に表示
される。
　したがって、ユーザにより入力された音声情報を文字情報として表示させることができ
ることとなって、使い勝手を更に向上させることが可能となる。
【００２３】
　請求項７に記載の発明によれば、請求項５又は６に記載の発明の効果が得られるのは無
論のこと、装置本体において、検索手段により、キー操作部におけるキー操作に基づいて
、テキスト記録手段により記録されたテキストデータの中から、所定の語句を含むテキス
トデータが検索され、表示制御手段により、検索手段により検索された所定の語句を含む
テキストデータと対応付けられたコンテンツデータに関する情報が、表示部に表示される
。
　したがって、ユーザは、音声情報に所定の語句が含まれるコンテンツデータに関する情
報を容易に把握することができるとともに、音声情報に所定の語句が含まれるコンテンツ
データに対して、容易にアクセスできることとなる。
【００２４】
　請求項８に記載の発明によれば、請求項３～７の何れか一項に記載の発明の効果が得ら
れるのは無論のこと、装置本体において、選択手段により、キー操作部におけるキー操作
に基づいて、音声変換手段により変換される所定の音声データの音声変換モードが、複数
の音声変換モードの中から選択される。
　したがって、音声情報を、ユーザ所望の音声で再生することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら、詳細に説明する。
【００２６】
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（実施形態１）
　実施形態１では、記録再生装置として、磁気ディスクに対する記録を行うＨＤＤ（Hard
 Disc Drive；固定磁気ディスクドライブ）レコーダを例に、説明を行う。
　本実施形態１のＨＤＤレコーダ１００は、図１に示すように、映像・音声データから成
るコンテンツデータを受信して磁気ディスクに録画するとともに、当該磁気ディスクに録
画されたコンテンツデータの再生を行って映像・音声を出力する装置本体１と、ユーザが
キー操作を行って各種指示を入力することにより装置本体１を遠隔操作するためのリモー
トコントローラ２と、を備えて構成されている。
　また、装置本体１には、テレビジョン受像機２００等の外部装置が接続されており、装
置本体１において再生されたコンテンツデータは、当該テレビジョン受像機２００に出力
される。
【００２７】
　まず、リモートコントローラ２の要部構成について、図２を参照しながら説明する。
　リモートコントローラ（以下、「リモコン」と称する）２は、複数のキーを備えるキー
操作部２１、音声情報入力手段としてのマイクロホン２２、変調部２３、送信手段として
の送信部２４、リモコン信号送信部２５、制御部２６、メモリ部２７等を備えて成り、ユ
ーザのキー操作に基づいて装置本体１を遠隔操作する。
【００２８】
　キー操作部２１は、例えば、音声メモ入力開始キー２１ａ、音声メモ入力終了キー２１
ｂ、音声メモ再生キー２１ｃ等を備え、ユーザにより、これらのキーの押下操作がなされ
ると、押下操作されたキーに対応する赤外線等のリモコン信号が出力され、当該リモコン
信号が装置本体１に設けられたリモコン信号受光部１３を介して、装置本体１の制御部１
４に入力される。
　具体的には、音声メモ入力開始キー２１ａは、後述する音声情報入力プログラム２７ａ
の実行による音声情報の入力を開始するためのキーであり、音声メモ入力終了開始キーは
、音声情報の入力を終了するためのキーである。また、音声メモ再生キー２１ｃは、一の
コンテンツデータに対応付けられて記録された音声情報を再生するためのキーである。
【００２９】
　マイクロホン２２は、入力される音声を集音し、アナログの音声データに変換する。
　変調部２３は、マイクロホン２２から入力される音声データを、ＦＭ（Frequency Modu
lation:周波数変調）変調等の変調方式で変調して、送信部２４に出力する。
　送信部２４は、変調部２３から入力される音声データを装置本体１に送信する。
　リモコン信号送信部２５は、キー操作部２１において押下されたキーに対応するリモコ
ン信号を、赤外線等により装置本体１に送信する
【００３０】
　制御部２６は、リモコン２の各部から入力された入力信号や、キー操作部２１における
各種キーの押下操作によって入力された入力操作信号等に応じて、ＲＯＭ１４３に格納さ
れた各種プログラムを実行するとともに、実行にかかるプログラムに基づいて各部に出力
信号を出力することにより、リモコン２の動作全般を統括制御する。
【００３１】
　メモリ部２７は、例えば、不揮発性メモリからなるプログラム格納エリアを有しており
、音声情報入力プログラム２７ａと、送信プログラム２７ｂ等を備えている。
【００３２】
　音声情報入力プログラム２７ａは、例えば、制御部２６に、音声情報を、ユーザに入力
させる機能を実現させるためのプログラムである。
　具体的には、ユーザは、コンテンツデータに関する音声情報を入力する場合や、記録さ
れたコンテンツの中から再生するコンテンツを選択する場合等に、キー操作部２１を操作
して、装置本体１に接続されたテレビジョン受像機２００の表示部２００ａに、コンテン
ツ一覧表示画面を表示させる。
　図３は、表示部２００ａに表示されるコンテンツ一覧表示画面を例示する図である。コ
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ンテンツ一覧表示画面には、図３に示すように、記録されている各コンテンツについて、
機器側で付与される識別番号（例えば、「Ｎｏ．１２２」）、タイトル（例えば、「健康
情報局」）、放送局（例えば、「Ｄテレビ」）、放送日（例えば、「２／１３（火）」）
、チャンネル（例えば、「５１ｃｈ」）等のコンテンツデータに関する情報が表示されて
いる。また、コンテンツデータに関する情報と対応付けられて、音声メモが付帯されてい
ることを示すアイコンが表示／非表示されることにより、各コンテンツに対する音声情報
の有無が表示されている。
【００３３】
　ユーザは、コンテンツデータに関する音声情報を入力する場合、上述のようなコンテン
ツ一覧表示画面を表示部２００ａに表示させ、音声メモとしての音声情報を付帯させるコ
ンテンツデータを指定して、音声メモ入力開始キー２１ａを押下する。そして、リモコン
２に備わるマイクロホン２２に向けて発声し、コンテンツデータの内容に関する情報等、
そのコンテンツデータに対応付けて記録する音声情報（例えば、「肝機能改善」、「ダイ
エット」等）を入力する。そして、音声情報の入力が終了すると、音声メモ入力終了キー
２１ｂを押下する。
　制御部２６は、一のコンテンツデータに関する音声情報が、マイクロホン２２を介して
ユーザにより入力され、音声メモ入力終了キー２１ｂが押下されると、音声メモ入力開始
キー２１ａの押下から音声メモ入力終了キー２１ｂの押下までの間に、マイクロホン２２
から入力された音声情報を、マイクロホン２２において所定のアナログ音声データに変換
するとともに、変調部２３に出力して所定の変調方式で変調する。
　制御部２６は、かかる音声情報入力プログラム２７ａを実行することにより、マイクロ
ホン２２とともに、音声情報入力手段として機能する。
【００３４】
　送信プログラム２７ｂは、例えば、制御部２６に、音声情報入力プログラム２７ａの実
行により入力された音声情報に基づく音声データを、装置本体１に送信する機能を実現さ
せるためのプログラムである。
　具体的には、制御部２６は、マイクロホン２２を介してユーザにより入力された音声情
報が、変調部２３等により所定の変調方式の音声データに変調されると、変調された音声
データを、送信部２４により、無線方式で装置本体１に送信する。
　制御部２６は、かかる送信プログラム２７ｂを実行することにより、送信部２４ととも
に送信手段として機能する。
【００３５】
　次に、装置本体１の要部構成について、図４を参照しながら説明する。
　装置本体１は、リモコン２から送信された音声データを受信する受信手段としての受信
部３と、受信部３により受信された音声データを所定の復調方式で復調する音声メモ復調
部４と、アンテナ等により受信された放送信号から所定の放送チャンネルのコンテンツデ
ータを選局するチューナ５と、チューナ５から入力される放送信号を復調する復調部６と
、復調部６から入力されるトランスポートストリームを分離する分離部７と、分離部７か
ら入力されたストリームに対して所定の圧縮処理を行うエンコーダ部８と、コンテンツデ
ータの入出力を制御して、エンコーダ部８から入力されたコンテンツデータをディスクド
ライブ部１０に供給するとともに、ディスクドライブ部１０から取り込んだコンテンツデ
ータをデコーダ部１１に供給するデータプロセッサ９と、記録媒体としての磁気ディスク
１０ａに対してコンテンツデータの記録及び再生を行う記録手段、再生手段及び音声情報
記録手段としてのディスクドライブ部１０と、ディスクドライブ部１０から出力されたコ
ンテンツデータに所定の伸張処理を行うデコーダ部１１と、デコーダ部１１から入力され
る音声データに基づいて、自然音声を人工的な音声に変換する音声変換部１２と、リモコ
ン２から送信されるリモコン信号を受信するとともに、当該リモコン信号を制御部１４に
出力するリモコン信号受光部１３と、装置本体１全体を統括制御する制御部１４と、等を
備えて構成され、各部は制御バス１５により接続されている。
【００３６】
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　受信部３は、リモコン２の送信部２４から送信された音声データを受信する。
【００３７】
　音声メモ復調部４は、受信部３から入力される音声データを、ＦＭ復調等の復調方式で
復調して、エンコーダ部８のオーディオエンコーダ８ｂに出力する。
【００３８】
　チューナ５は、例えば、図示は省略するが、高周波増幅回路と、局部発振回路及び混合
回路から成る周波数変換回路と、を備えて構成されており、アンテナ等により入力された
デジタルテレビジョン放送信号（ＲＦ信号）と、局部発振回路から出力される局部発振信
号とを混合回路により混合し、当該放送信号の周波数を選局するための制御部１４からの
制御出力に応じて、特定周波数帯のテレビジョン放送信号を受信する。
【００３９】
　復調部６は、例えば、制御部１４からの制御に基づいて、チューナ５から出力されたテ
レビジョン放送信号に対してデジタル復調や誤り訂正などの処理を実行し、トランスポー
トストリーム（ＴＳ）を生成して、分離部７に出力する。
【００４０】
　分離部７は、復調部６から入力されるＴＳからビデオストリーム、オーディオストリー
ム、ＰＳＩ（Program Specific Information:番組特定情報）／ＳＩ（Service Informati
on: 番組配列情報）を分離する。ＳＩは、ＴＳに含まれるコンテンツのタイトル、チャン
ネル、放送局、ジャンル、放送開始時刻、放送終了時刻、出演者、番組内容等のコンテン
ツに関する情報が含まれ、ＥＰＧ情報として用いられる。
　分離部７は、復調部６からＴＳが入力されると、ＴＳに含まれるＰＳＩに基づいて、入
力されたＴＳから必要なＴＳパケットを分離する。そして、分離されたＴＳパケットのう
ち、ＭＰＥＧ２（Moving Picture Experts Group 2）規格下のビデオストリームをビデオ
デコーダ１１ｂに、オーディオストリームをオーディオデコーダ１１ｃに、さらに、ＳＩ
から取得したＥＰＧ情報を図示しないＥＰＧデコーダ、制御部１４等に出力する。
【００４１】
　エンコーダ部８は、例えば、ビデオエンコーダ８ａと、オーディオエンコーダ８ｂと、
フォーマッタ８ｃと、等を備えて構成されている。
　ビデオエンコーダ８ａは、分離部７から入力されるビデオストリームを、例えば、ＭＰ
ＥＧ２方式に従って圧縮する。具体的には、ビデオエンコーダ８ａは、映像信号に対して
、ＤＣＴ（Discrete Cosine Transform）、再量子化、動き補償、可変長符号化、及び多
重化等の各種処理を行うことで、情報量の圧縮を行う。
　オーディオエンコーダ８ｂは、音声メモ復調部４から入力される音声データや、分離部
７から入力されるオーディオストリームを、例えば、ドルビーＡＣ３（Dolby Audio Comp
ression 3）方式に従って圧縮する。この方式を採用したオーディオエンコーダ８ｂは、
音声データをＭＤＣＴ（Modified Discrete Cosine Transform）により一旦サンプリング
期間毎に周波数成分に変換して、再量子化、ビット数割り当て等の処理を行うことで、情
報量の圧縮を行う。当該オーディオエンコーダ８ｂにおいてエンコードされた音声信号は
、フォーマッタ８ｃに出力される。
　フォーマッタ８ｃは、ビデオエンコーダ８ａから入力される映像データ及びオーディオ
エンコーダ８ｂから入力される音声データに対してストリーム合成を行い、ディスクドラ
イブ部１０において磁気ディスク１０ａに書き込み可能なファイル形式に変換して、デー
タプロセッサ９に供給する。
【００４２】
　データプロセッサ９は、例えば、バッファメモリ９ａを備え、ＣＰＵ１４１からの制御
出力に基づいて、ディスクドライブ部１０に対する音声・映像データの入出力経路を設定
し、データの読み出し／書き込み等、データの入力及び出力を制御する。
　具体的には、データプロセッサ９は、例えば、エンコーダ部８から入力されたコンテン
ツデータに対して、誤り訂正等の処理を行い、一旦バッファメモリ９ａに蓄積した後に、
ＣＰＵ１４１からの制御出力に応じて所定のレートでディスクドライブ部１０に出力する
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とともに、ディスクドライブ部１０から読み込んだコンテンツデータに対して、誤り訂正
等の処理を行い、一旦バッファメモリ９ａに蓄積した後に、ＣＰＵ１４１からの制御出力
に応じて所定のレートでデコーダ部１１に出力する。
【００４３】
　ディスクドライブ部１０は、例えば、内蔵された磁気ディスク（記録媒体）１０ａと、
磁気ディスク１０ａに対するデータの記録或いは磁気ディスク１０ａに記録されたデータ
の読み出しを行う磁気ヘッド１０ｂと、磁気ディスク１０ａを回転駆動させるスピンドル
モータ１０ｃと、磁気ヘッド１０ｂを磁気ディスク１０ａの半径方向に移動させるための
アクチュエータ１０ｄと、等を備えて構成され、磁気ヘッド１０ｂと磁気ディスク１０ａ
との間には、電流を供給することにより磁界を発生する微小な隙間が設けられている。そ
して、当該磁気ディスク１０ａを高速に回転させ、アクチュエータ１０ｄにより磁気ヘッ
ド１０ｂを磁気ディスク１０ａ上に移動させてデータの読み書きを行う。
【００４４】
　ここで、磁気ディスク１０ａに記録されるデータについて、図５を参照しながら、さら
に説明する。
　磁気ディスク１０ａは、磁気ディスク１０ａの半径方向に放射状に埋め込まれたサーボ
データ領域と、ライトデータ領域と、を備えて構成されている。サーボデータ領域は、ト
ラック番号と、セクタ番号と、バーストデータから構成されており、ディスクドライブ部
１０は、書き込み命令と書き込み先のアドレスを受け取ると、当該サーボデータに基づい
て磁気ヘッド１０ｂの現在位置を特定し、目的のアドレスに磁気ヘッド１０ｂを移動して
データを書き込む。
　ライトデータ領域は、プリアンブル（preamble）や、シンクマーク（sync）、ユーザデ
ータ（user data）、エラー訂正符号（ECC）、ポストアンブル（postamble）等が格納さ
れる。ユーザデータ領域には、記録プログラム１４３ａの実行により、コンテンツデータ
が格納されるとともに、後述する音声情報記録プログラム１４３ｄの実行により、リモコ
ン２から送信された音声データが格納される。各音声データは、ユーザにより入力された
音声情報に基づく音声データであり、コンテンツ領域に記録された一のコンテンツデータ
に対応付けられている。また、図示は省略するが、ユーザデータ領域には、ＴＳから抽出
されたＥＰＧ情報が格納される。
【００４５】
　デコーダ部１１は、例えば、分離部１１ａと、ビデオデコーダ１１ｂと、オーディオデ
コーダ１１ｃと、Ｄ／Ａ変換部１１ｄと、等を備えて構成されている。
　分離部１１ａは、ディスクドライブ部１０からデータプロセッサ９を介して出力された
コンテンツデータ・音声情報を、映像データ、音声データ等の複数のストリームに分離す
る。
　ビデオデコーダ１１ｂは、分離部１１ａから入力された映像データを、ＭＰＥＧ２方式
に従って伸張する。具体的には、ビデオデコーダ１１ｂは、映像データに、可変長復号化
、逆量子化、逆ＤＣＴ、動き補正等の各種処理を行うことで、映像データの伸張を行う。
　オーディオデコーダ１１ｃは、分離部１１ａから入力された音声データをドルビーＡＣ
－３方式に従って伸張する。
　Ｄ／Ａ変換部１１ｄは、量子化された映像データ又は音声データを、その量子化データ
に応じたアナログ量に変換することにより、それぞれアナログ変換する。
　当該Ｄ／Ａ変換部１１ｄにおいてアナログ変換された映像データは、図示しないＯＳＤ
回路においてＯＳＤデータ等の合成が行われ、図示しないフレームメモリに一旦格納され
た後に、ＣＰＵ１４１からの制御出力に応じて、装置本体１に接続されたテレビジョン受
像機２００の表示部２００ａに出力されることとなる。また、Ｄ／Ａ変換部１１ｄにおい
てアナログ変換された音声データは、装置本体１に接続されたテレビジョン受像機２００
の音声出力部２００ｂに出力されることとなる。
【００４６】
　音声変換部１２は、例えば、ピッチシフト部１２ａ及びフォルマントシフト部１２ｂ等



(14) JP 2008-263543 A 2008.10.30

10

20

30

40

50

を備えて構成され、後述する音声変換プログラム１４３ｆの実行において、磁気ディスク
１０ａに記録された音声データが読み出され、データプロセッサ９、デコーダ部１１等を
介して入力されると、入力される音声データを、制御部１４による制御に従い、所定の音
声データに変換する。
　具体的には、ピッチシフト部１２ａは、入力される音声データのピッチ周波数を変更す
ることにより、入力音声の音の高さを変換する。また、フォルマントシフト部１２ｂは、
入力される音声データのフォルマント周波数を変更することにより、入力音声の声の質を
変換する。
【００４７】
　リモコン信号受光部１３は、リモコン２のキー操作部２１に備わる各種キーがユーザに
より押下操作されることにより出力された赤外線等のリモコン信号を受信し、増幅、検波
、誤り訂正等の処理を施して、当該リモコン信号を制御部１４に対して出力する。
【００４８】
　制御部１４は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１４１、メモリ部１４２、ＲＯＭ
（Read Only Memory）１４３等を備えて構成されている。
【００４９】
　ＣＰＵ１４１は、装置本体１の各部から入力された入力信号や、リモコン２のキー操作
部２１における各種キーの押下操作によってリモコン信号受光部１３を介して入力された
リモコン信号等に応じて、ＲＯＭ１４３に格納された各種プログラムを実行するとともに
、実行にかかるプログラムに基づいて装置本体１の各部に出力信号を出力することにより
、ＨＤＤレコーダ１００の動作全般を統括制御する。
【００５０】
　メモリ部１４２は、例えば、ＲＡＭ（Random Access Memory）等の揮発性メモリからな
るワークエリア１４２１を備えており、ＣＰＵ１４１によって各種プログラムが実行され
る際に生じる処理結果や、入力されたデータ等をこのワークエリア１４２１に記憶させる
。また、メモリ部１４２は、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable ROM）等の不揮発性メ
モリからなるデータエリア１４２２を備えている。
【００５１】
　ＲＯＭ１４３は、例えば、不揮発性メモリからなるプログラム格納エリアを有しており
、具体的には、記録プログラム１４３ａ、再生プログラム１４３ｂ、受信プログラム１４
３ｃ、音声情報記録プログラム１４３ｄ、選択プログラム１４３ｅ、音声変換プログラム
１４３ｆ、変換音声出力プログラム１４３ｇ、検索プログラム１４３ｈ、表示制御プログ
ラム１４３ｉ等を記憶している。
【００５２】
　記録プログラム１４３ａは、例えば、ＣＰＵ１４１に、入力されるコンテンツデータを
磁気ディスク１０ａに記録する機能を実現させるためのプログラムである。
　具体的には、リモコン２において、コンテンツデータの記録を指示するキー操作が行わ
れ、チューナ５による選局処理が行われてコンテンツデータの受信が開始されると、ＣＰ
Ｕ１４１は、復調部６、分離部７、エンコーダ部８、データプロセッサ９等において前述
した処理を行わせ、磁気ディスク１０ａに記録可能なフォーマットに変換されたコンテン
ツデータを、ディスクドライブ部１０において磁気ディスク１０ａに記録させる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる記録プログラム１４３ａを実行することにより、ディスクドラ
イブ部１０とともに記録手段として機能する。
【００５３】
　再生プログラム１４３ｂは、例えば、ＣＰＵ１４１に、記録プログラム１４３ａの実行
により磁気ディスク１０ａに記録されたコンテンツデータを再生する機能を実現させるた
めのプログラムである。
　具体的には、リモコン２において、磁気ディスク１０ａに記録されたコンテンツデータ
の再生を指示するキー操作が行われると、ＣＰＵ１４１は、ディスクドライブ部１０にお
いて磁気ディスク１０ａに記録されたコンテンツデータを読み出して、データプロセッサ
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９、デコーダ部１１等において前述した処理を行わせ、装置本体１に接続されたテレビジ
ョン受像機２００に出力して、表示部２００ａに映像を表示させるとともに、音声出力部
２００ｂにより音声を出力させる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる再生プログラム１４３ｂを実行することにより、ディスクドラ
イブ部１０とともに再生手段として機能する。
【００５４】
　受信プログラム１４３ｃは、例えば、ＣＰＵ１４１に、リモコン２における送信プログ
ラム２７ｂの実行により、リモコン２から送信された音声データを受信する機能を実現さ
せるためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１４１は、リモコン２の送信部２４から、ユーザの入力した音声情
報に基づく音声データが送信されると、当該音声データを受信部３において受信する。
　ＣＰＵ１４１は、かかる受信プログラム１４３ｃを実行することにより、受信部３とと
もに受信手段として機能する。
【００５５】
　音声情報記録プログラム１４３ｄは、例えば、ＣＰＵ１４１に、受信プログラム１４３
ｃの実行により受信された音声データを、一のコンテンツデータに対応付けて記録する機
能を実現させるためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１４１は、受信プログラム１４３ｃの実行により、受信部３におい
て、リモコン２から送信された音声データが受信されると、音声メモ復調部４において、
受信した音声データを復調するとともに、オーディオエンコーダ８ｂにおいて圧縮処理等
を施し、磁気ディスク１０ａに記録可能なフォーマットに変換した後、ディスクドライブ
部１０に出力して、ユーザデータ領域に記録された一のコンテンツデータに対応付けて記
録させる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる音声情報記録プログラム１４３ｄを実行することにより、ディ
スクドライブ部１０とともに音声情報記録手段として機能する。
【００５６】
　選択プログラム１４３ｅは、例えば、ＣＰＵ１４１に、リモコン２のキー操作部２１に
おけるキー操作に基づいて、音声変換プログラム１４３ｆの実行により変換される所定の
音声データの音声変換モードを、複数の音声変換モードの中から選択する機能を実現させ
るためのプログラムである。
　図６は、選択プログラム１４３ｅの実行において、テレビジョン受像機２００の表示部
２００ａに表示される音声変換モード選択画面の例示である。図６に示すように、音声変
換モード選択画面では、ユーザが入力した音声情報に基づいて磁気ディスク１０ａに記録
された音声データを再生する際の音声変換モードを、例えば、「男性１（高い声）・男性
２（中間）・男性３（低い声）・女性１（高い声）・女性２（中間）・女性３（低い声）
」等の音の高さ・声質のそれぞれ異なる複数の音声変換モードから選択できるようになっ
ている。また、当該音声変換モード選択画面では、「音声変換しない」が選択できるよう
になっており、音声データに対して音声変換処理を行わずにユーザの声で出力することも
可能である。
　ユーザは、このような音声変換モードにおいて、リモコン２のアップダウンキーや決定
キー等を操作して、一の音声変換モードを指定すると、ＣＰＵ１４１は、ユーザにより指
定された音声変換モード（例えば、「女性２」）を選択し、これをメモリ部１４２におけ
る所定の領域に記憶する。
　ＣＰＵ１４１は、かかる選択プログラム１４３ｅを実行することにより、選択手段とし
て機能する。
【００５７】
　音声変換プログラム１４３ｆは、例えば、ＣＰＵ１４１に、音声情報記録プログラム１
４３ｄの実行により記録された音声データを、所定の音声データに変換する機能を実現さ
せるためのプログラムである。
　具体的には、ユーザは、記録されたコンテンツの中から再生するコンテンツを選択する
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場合等に、図３に例示したコンテンツ一覧表示画面を表示部２００ａに表示させる。当該
コンテンツ一覧表示画面においては、前述したように、各コンテンツに対して、識別番号
、タイトル、放送局、放送日、チャンネル等のコンテンツに関する情報が表示されるとと
もに、音声メモが付帯されていることを示すアイコンが表示／非表示され、音声情報の有
無が表示されている。ユーザは、このようなコンテンツ一覧表示画面において、そのコン
テンツについて音声メモが付帯されている旨を示すアイコンが表示されたコンテンツデー
タを指定して、音声メモ再生キー２１ｃを押下する。
　ＣＰＵ１４１は、音声情報の有る一のコンテンツデータが指定されて、音声メモ再生キ
ー２１ｃが押下されると、ディスクドライブ部１０により、当該コンテンツデータに対応
付けられて記録された音声データを磁気ディスク１０ａから読み出し、読み出した音声デ
ータを、データプロセッサ９、デコーダ部１１等を介して音声変換部１２に出力する。そ
して、音声変換部１２のピッチシフト部１２ａ及びフォルマントシフト部１２ｂにより、
選択プログラム１４３ｅの実行においてユーザにより選択され、メモリ部１４２等の所定
の領域に記憶された音声変換モード（例えば、「女性２」）での音声に変換させる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる音声変換プログラム１４３ｆを実行することにより、音声変換
手段として機能する。
【００５８】
　変換音声出力プログラム１４３ｇは、例えば、ＣＰＵ１４１に、音声変換プログラム１
４３ｆの実行により変換された所定の音声データに基づく音声を出力する機能を実現させ
るためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１４１は、音声変換プログラム１４３ｆの実行において、ユーザに
より選択された音声変換モードでの音声に変換された音声データを、Ｄ／Ａ変換部１１ｄ
においてアナログ変換するとともに、図示しない増幅部において増幅処理を行い、当該音
声データに基づく音声を、テレビジョン受像機２００の音声出力部２００ｂから出力させ
る。
　これにより、コンテンツデータに付帯された音声メモ（例えば、「肝機能改善」）が、
選択した音声変換モードでの音声で再生されることとなる。したがって、ユーザは、その
コンテンツデータの内容等を示す音声メモを自分の声で入力し、その音声メモを再生する
ことにより、そのコンテンツデータの内容等を容易に把握することが可能となる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる変換音声出力プログラム１４３ｇを実行することにより、変換
音声出力手段（音声情報出力手段）として機能する。
【００５９】
　検索プログラム１４３ｈは、例えば、ＣＰＵ１４１に、リモコン２のキー操作部２１に
おけるキー操作に基づいて、音声情報記録プログラム１４３ｄの実行により記録された音
声データの中から、所定のキーワード（所定の語句）を含む音声データを検索する機能を
実現させるためのプログラムである。
　具体的には、ユーザは、記録されたコンテンツデータの中から、音声情報（音声データ
）に特定のキーワードが含まれたコンテンツデータを検索する場合、テレビジョン受像機
２００の表示部２００ａにコンテンツ検索画面を表示させる。
　図７は、検索プログラム１４３ｈの実行において、テレビジョン受像機２００の表示部
２００ａに表示されるコンテンツ検索画面の例示である。ユーザは、図７に例示するコン
テンツ検索画面において、リモコン２のキー操作部２１を操作して、キーワードを入力す
る。ＣＰＵ１４１は、コンテンツ検索画面において、ユーザにより、キーワードが入力さ
れると、このキーワードを検索対象として、磁気ディスク１０ａに、それぞれコンテンツ
データに対応付けられて記憶された音声データから、音声認識処理を行い、当該キーワー
ドが含まれる音声情報を探索する。
　ＣＰＵ１４１は、かかる検索プログラム１４３ｈを実行することにより、検索手段とし
て機能する。
【００６０】
　表示制御プログラム１４３ｉは、例えば、ＣＰＵ１４１に、検索プログラム１４３ｈの
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実行により検索された所定の語句を含む音声データと対応付けられたコンテンツデータに
関する情報を表示部２００ａに表示させる機能を実現させるためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１４１は、前述の検索プログラム１４３ｈの実行により、コンテン
ツ検索画面においてユーザにより入力されたキーワードを含む音声データが検索されると
、当該音声データに対応付けられて記録されたコンテンツデータのＥＰＧ情報に基づいて
、当該コンテンツデータに関する情報を、表示部２００ａに表示させる。
【００６１】
　図８は、表示制御プログラム１４３ｉの実行により、表示部２００ａに表示される検索
結果表示画面を例示する図である。図８に示すように、検索結果表示画面には、コンテン
ツ検索画面においてユーザにより入力されたキーワード（例えば、「肝機能改善」）を含
む音声データが対応付けられたコンテンツデータの検索結果として、検索されたコンテン
ツデータの識別番号、タイトル、放送局、放送日、チャンネル等のコンテンツデータに関
する情報が表示される。コンテンツデータに関する情報は、そのコンテンツデータの受信
に際して、ＴＳから抽出され、予め磁気ディスク１０ａに記録されているＥＰＧ情報から
取得される。
　これにより、ユーザは、音声メモにキーワードを含むコンテンツデータを容易に把握で
きるとともに、当該コンテンツデータに容易にアクセスして、再生・消去・ダビング・フ
ォルダ移動・タイトル編集等を行うことができる。
　ＣＰＵ１４１は、かかる表示制御プログラム１４３ｉを実行することにより、表示制御
手段として機能する。
【００６２】
　以上説明した実施形態１におけるＨＤＤレコーダ１００によれば、リモートコントロー
ラ２において、ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部２１が備わるとともに、制
御部２６による音声情報入力プログラム２７ａの実行により、音声情報がユーザにより入
力され、送信プログラム２７ｂの実行により、音声情報入力プログラム２７ａの実行より
入力された音声情報に基づく音声データが、装置本体１に送信される。また、装置本体１
において、ＣＰＵ１４１による記録プログラム１４３ａの実行により、入力されるコンテ
ンツデータが磁気ディスク１０ａに記録され、再生プログラム１４３ｂの実行により、記
録プログラム１４３ａの実行により磁気ディスク１０ａに記録されたコンテンツデータが
再生される。また、ＣＰＵ１４１による受信プログラム１４３ｃの実行により、送信プロ
グラム２７ｂの実行により、リモートコントローラ２から送信された音声データが受信さ
れ、音声情報記録プログラム１４３ｄの実行により、受信プログラム１４３ｃの実行によ
り受信された音声データが、一のコンテンツデータに対応付けて記録され、音声変換プロ
グラム１４３ｆの実行により、音声情報記録プログラム１４３ｄの実行により記録された
音声データが、所定の音声データに変換され、変換音声出力プログラム１４３ｇの実行に
より、音声変換プログラム１４３ｆの実行により変換された所定の音声データに基づく音
声が出力され、選択プログラム１４３ｅの実行により、キー操作部２１におけるキー操作
に基づいて、音声変換プログラム１４３ｆの実行により変換される所定の音声データの音
声変換モードが、複数の音声変換モードの中から選択され、検索プログラム１４３ｈの実
行により、キー操作部２１におけるキー操作に基づいて、音声情報記録プログラム１４３
ｄの実行により記録された音声データの中から、所定の語句を含む音声データが検索され
、表示制御プログラム１４３ｉの実行により、検索プログラム１４３ｈの実行により検索
された所定の語句を含む音声データと対応付けられたコンテンツデータに関する情報が、
表示部２００ａに表示される。
　したがって、ＨＤＤレコーダ１００において、音声情報をリモートコントローラ２に設
けられたマイクロホン２２により入力し、この音声情報を装置本体１に送信して記録させ
ることができることとなって、リモートコントローラ２を用いた遠隔操作により、より簡
便な方法で、記録したコンテンツに関連する音声情報を入力することが可能となる。また
、入力した音声情報が、ユーザ所望の音声に変換されて再生されるため、ユーザにとって
使い勝手を向上させることができる。さらに、ユーザは、音声情報に所定の語句が含まれ
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るコンテンツデータに関する情報を容易に把握することができるとともに、音声情報に所
定の語句が含まれるコンテンツデータに対して、容易にアクセスできることとなる。
【００６３】
（実施形態２）
　実施形態２では、実施形態１と同様、記録再生装置として、磁気ディスクに対する記録
を行うＨＤＤレコーダ３００を例に説明する。本実施形態２のＨＤＤレコーダ３００は、
図９に示すように、映像・音声データから成るコンテンツデータを受信して磁気ディスク
に録画するとともに、当該磁気ディスクに録画されたコンテンツデータの再生を行って映
像・音声を出力する装置本体１ａと、ユーザがキー操作を行って各種指示を入力すること
により装置本体１ａを遠隔操作するためのリモートコントローラ２ａと、を備えて構成さ
れている。
　なお、以下の説明において、実施形態１のＨＤＤレコーダ１００と同一部分には同じ符
号を付して、その説明を省略することとする。
【００６４】
　まず、リモートコントローラ２ａの要部構成について、図１０を参照しながら説明する
。
　リモートコントローラ（以下、「リモコン」と称する）２ａは、複数のキーを備えるキ
ー操作部２１、マイクロホン２２、変調部２３、送信部２４、リモコン信号送信部２５、
制御部２６、メモリ部２７等を備えて成り、ユーザのキー操作に基づいて装置本体１ａを
遠隔操作する。
【００６５】
　キー操作部２１は、例えば、音声メモ入力開始キー２１ａ、音声メモ入力終了キー２１
ｂ、音声メモ再生キー２１ｃ、音声メモ／テキスト表示キー２１ｄ等を備えている。
　音声メモ／テキスト表示キー２１ｄは、一のコンテンツデータに対応付けられて記録さ
れた音声情報を、文字情報として表示部２００ａに表示させるためのキーである。
【００６６】
　次に、装置本体１ａの要部構成について、図１１を参照しながら説明する。
　装置本体１ａは、リモコン２ａから送信された音声データを受信する受信手段としての
受信部３と、受信部３により受信された音声データを所定の復調方式で復調する音声メモ
復調部４と、音声メモ復調部４により復調された音声データに対して音声認識処理を行っ
て、テキストデータに変換するテキスト変換部１６と、アンテナ等により受信された放送
信号から所定の放送チャンネルのコンテンツデータを選局するチューナ５と、チューナ５
から入力される放送信号を復調する復調部６と、復調部６から入力されるトランスポート
ストリームを分離する分離部７と、分離部７から入力されたストリームに対して所定の圧
縮処理を行うエンコーダ部８と、コンテンツデータの入出力を制御して、エンコーダ部８
から入力されたコンテンツデータをディスクドライブ部１０に供給するとともに、ディス
クドライブ部１０から取り込んだコンテンツデータをデコーダ部１１に供給するデータプ
ロセッサ９と、記録媒体としての磁気ディスク１０ａに対してコンテンツデータの記録及
び再生を行う記録手段、再生手段及びテキスト記録手段としてのディスクドライブ部１０
と、ディスクドライブ部１０から出力されたコンテンツデータに所定の伸張処理を行うデ
コーダ部１１と、デコーダ部１１から入力されるテキストデータに基づいて、音声合成を
行って人工的な音声を出力する音声変換手段としての音声合成部１７と、リモコン２ａか
ら送信されるリモコン信号を受信するとともに、当該リモコン信号を制御部１８に出力す
るリモコン信号受光部１３と、装置本体１ａ全体を統括制御する制御部１８と、等を備え
て構成され、各部は制御バス１５により接続されている。
【００６７】
　テキスト変換部１６は、例えば、単語辞書１６ａを備え、制御部１８の制御に従い、音
声メモ復調部４から入力される音声情報に対して、音声認識処理を行ってテキストデータ
に変換する。
　ここで、音声認識は、例えば、Ｊｕｌｉｕｓという音声認識ソフトウェアが用いられ、
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膨大な音声パターンと言語パターンの統計データを集積することにより実現される。音声
認識の基本原理は、音響モデル（音素（ローマ字１文字にほぼ相当）や音節（かな１文字
に相当））の周波数パターンを保持し、単語辞書１６ａを参照しながら、入力された音声
の音声波形信号から単音節部分を切出した音節列信号とマッチングを行い、音声の認識を
行う。
【００６８】
　エンコーダ部８は、例えば、ビデオエンコーダ８ａと、オーディオエンコーダ８ｂと、
データエンコーダ８ｄと、フォーマッタ８ｃと、等を備えて構成されている。
　データエンコーダ８ｄは、テキスト変換部１６から入力されるテキストデータに対して
所定の圧縮処理を行う。
【００６９】
　ここで、ディスクドライブ部１０に内蔵された磁気ディスク１０ａに記録されるデータ
について説明する。
　磁気ディスク１０ａは、磁気ディスク１０ａの半径方向に放射状に埋め込まれたサーボ
データ領域と、ライトデータ領域と、を備えて構成され、ライトデータ領域のユーザデー
タ領域には、記録プログラム１４３ａの実行により、コンテンツデータが格納されるとと
もに、後述するテキスト記録プログラム１８３ｂの実行により、リモコン２ａから送信さ
れた音声情報に基づくテキストデータが格納される。各テキストデータは、ユーザにより
入力された音声情報に基づくテキストデータであり、コンテンツ領域に記録された一のコ
ンテンツデータに対応付けられている。
【００７０】
　デコーダ部１１は、例えば、分離部１１ａと、ビデオデコーダ１１ｂと、オーディオデ
コーダ１１ｃと、データデコーダ１１ｅと、Ｄ／Ａ変換部１１ｄと、等を備えて構成され
ている。
　データデコーダ１１ｅは、データプロセッサ９を介してディスクドライブ部１０から入
力されるテキストデータに対して所定の伸張処理を行う。
【００７１】
　音声合成部１７は、テキスト変換部１６における音声認識処理に基づいて生成された音
声合成パラメータに従い、音声波形データを生成し、生成した音声波形データをＤ／Ａ変
換部１１ｄに出力する。音声合成部１７において生成された音声波形データは、Ｄ／Ａ変
換部１１ｄにおいてアナログ変換されて、テレビジョン受像機２００の音声出力部２００
ｂから出力されることとなる。
【００７２】
　制御部１８は、ＣＰＵ１８１、メモリ部１４２、ＲＯＭ１８３等を備えて構成されてい
る。
【００７３】
　ＣＰＵ１８１は、装置本体１ａの各部から入力された入力信号や、リモコン２ａのキー
操作部２１における各種キーの押下操作によってリモコン信号受光部１３を介して入力さ
れたリモコン信号等に応じて、ＲＯＭ１８３に格納された各種プログラムを実行するとと
もに、実行にかかるプログラムに基づいて装置本体１ａの各部に出力信号を出力すること
により、ＨＤＤレコーダ３００の動作全般を統括制御する。
【００７４】
　ＲＯＭ１８３は、例えば、不揮発性メモリからなるプログラム格納エリアを有しており
、具体的には、記録プログラム１４３ａ、再生プログラム１４３ｂ、受信プログラム１４
３ｃ、テキスト変換プログラム１８３ａ、テキスト記録プログラム１８３ｂ、選択プログ
ラム１４３ｅ、音声変換プログラム１８３ｃ、変換音声出力プログラム１４３ｇ、テキス
ト表示プログラム１８３ｄ、検索プログラム１８３ｅ、表示制御プログラム１８３ｆ等を
記憶している。
【００７５】
　テキスト変換プログラム１８３ａは、例えば、ＣＰＵ１８１に、受信プログラム１４３
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ｃの実行により受信された音声データを、テキストデータに変換する機能を実現させるた
めのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１８１は、受信プログラム１４３ｃの実行により、受信部３におい
て、リモコン２ａから送信された音声データを受信すると、音声メモ復調部４において受
信した音声データを復調するとともに、テキスト変換部１６において、当該音声データを
対象とする音声認識処理を行い、テキストデータを出力する。
　ＣＰＵ１８１は、かかるテキスト変換プログラム１８３ａを実行することにより、テキ
スト変換部１６とともにテキスト変換手段として機能する。
【００７６】
　テキスト記録プログラム１８３ｂは、例えば、テキスト変換プログラム１８３ａの実行
により変換されたテキストデータを、一のコンテンツデータに対応付けて記録する機能を
実現させるためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１８１は、リモコン２ａから送信された音声データが、テキスト変
換部１６においてテキストデータに変換されると、当該テキストデータに対してデータエ
ンコーダ８ｄにおいて圧縮処理等を施し、磁気ディスク１０ａに記録可能なフォーマット
に変換した後、ディスクドライブ部１０に出力して、ユーザデータ領域に記録された一の
コンテンツデータに対応付けて記録させる。
　ＣＰＵ１８１は、かかるテキスト記録プログラム１８３ｂを実行することにより、ディ
スクドライブ部１０とともにテキスト記録手段として機能する。
【００７７】
　音声変換プログラム１８３ｃは、例えば、ＣＰＵ１８１に、テキスト記録プログラム１
８３ｂの実行により記録されたテキストデータを、所定の音声データに変換する機能を実
現させるためのプログラムである。
　ＣＰＵ１８１は、かかる音声変換プログラム１８３ｃを実行することにより、音声合成
部１７とともに音声変換手段として機能する。
【００７８】
　テキスト表示プログラム１８３ｄは、例えば、ＣＰＵ１８１に、リモコン２ａのキー操
作部２１におけるキー操作に基づいて、テキスト記録プログラム１８３ｂの実行により記
録されたテキストデータに基づく文字情報を表示部２００ａに表示させる機能を実現させ
るためのプログラムである。
　具体的には、ＣＰＵ１８１は、リモコン２ａのキー操作部２１において、ユーザにより
、一のコンテンツデータが指定されて、音声メモ／テキスト表示キー２１ｄが押下される
と、ディスクドライブ部１０により、当該コンテンツデータに対応付けられて磁気ディス
ク１０ａに記録されたテキストデータを読み出し、読み出したテキストデータを、データ
プロセッサ９、デコーダ部１１等を介して、文字情報として表示部２００ａに表示させる
。
　図１２は、テキスト表示プログラム１８３ｄの実行において、文字情報の表示されたコ
ンテンツ一覧表示画面を例示する図である。例えば、図３のコンテンツ一覧表示画面にお
いて、ユーザにより、音声メモの有る旨を示すアイコンが表示された一のコンテンツデー
タが指定されて、音声メモ／テキスト表示キー２１ｄが押下されると、図１２に示すよう
に、当該コンテンツデータに対応付けて入力した音声情報に基づくテキストデータが、磁
気ディスク１０ａから読み出され、文字情報（例えば、「ダイエット」）として表示部２
００ａに表示される。
　ＣＰＵ１８１は、かかるテキスト表示手段を実行することにより、テキスト表示制御手
段として機能する。
【００７９】
　検索プログラム１８３ｅは、例えば、ＣＰＵ１８１に、リモコン２ａのキー操作部２１
におけるキー操作に基づいて、テキスト記録プログラム１８３ｂの実行により記録された
テキストデータの中から、所定のキーワード（所定の語句）を含むテキストデータを検索
する機能を実現させるためのプログラムである。
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　ＣＰＵ１８１は、かかる検索プログラム１８３ｅを実行することにより、検索手段とし
て機能する。
【００８０】
　表示制御プログラム１８３ｆは、例えば、ＣＰＵ１８１に、検索プログラム１８３ｅの
実行により検索された所定の語句を含むテキストデータと対応付けられたコンテンツデー
タに関する情報を表示部２００ａに表示させる機能を実現させるためのプログラムである
。
　ＣＰＵ１８１は、かかる表示制御プログラム１８３ｆを実行することにより、表示制御
手段として機能する。
【００８１】
　以上説明した実施形態２におけるＨＤＤレコーダ３００によれば、リモートコントロー
ラ２ａにおいて、ユーザによるキー操作を受け付けるキー操作部２１が備わるとともに、
制御部２６による音声情報入力プログラム２７ａの実行により、音声情報が、ユーザによ
り入力され、送信プログラム２７ｂの実行により、音声情報入力プログラム２７ａの実行
により入力された音声情報に基づく音声データが、装置本体１ａに送信される。また、装
置本体１ａにおいて、ＣＰＵ１８１による記録プログラム１４３ａの実行により、入力さ
れるコンテンツデータが磁気ディスク１０ａに記録され、再生プログラム１４３ｂの実行
により、記録プログラム１４３ａの実行により磁気ディスク１０ａに記録されたコンテン
ツデータが再生される。また、受信プログラム１４３ｃの実行により、送信プログラム２
７ｂの実行により、リモートコントローラ２ａから送信された音声データが受信され、テ
キスト変換プログラム１８３ａの実行により、受信プログラム１４３ｃの実行により受信
された音声データが、テキストデータに変換され、テキスト記録プログラム１８３ｂの実
行により、テキスト変換プログラム１８３ａの実行により変換されたテキストデータが、
一のコンテンツデータに対応付けられて記録され、音声変換プログラム１８３ｃの実行に
より、テキスト記録プログラム１８３ｂの実行により記録されたテキストデータが、所定
の音声データに変換され、変換音声出力プログラム１４３ｇの実行により、音声変換プロ
グラム１８３ｃの実行により変換された所定の音声データに基づく音声が出力される。
　したがって、ＨＤＤレコーダ３００において、音声情報をリモートコントローラ２ａに
設けられたマイクロホン２２により入力し、この音声情報を装置本体１ａに送信してテキ
スト形式で記録させることができることとなって、リモートコントローラ２ａを用いた遠
隔操作により、より簡便な方法で、記録したコンテンツに関連する音声情報を入力するこ
とが可能となる。また、入力した音声情報が、所定の音声に変換されて再生されるため、
ユーザにとって使い勝手を向上させることができる。
【００８２】
　また、テキスト表示プログラム１８３ｄの実行により、キー操作部２１におけるキー操
作に基づいて、テキスト記録プログラム１８３ｄの実行により記録されたテキストデータ
に基づく文字情報が表示部２００ａに表示されるため、ユーザにより入力された音声情報
を文字情報として表示させることができることとなるとともに、一のコンテンツデータに
対応付けられたテキストデータを音声と文字情報の両方で出力することが可能となり、使
い勝手を向上させることが可能となる。
　また、装置本体１ａにおいて、選択プログラム１４３ｅの実行により、キー操作部２１
におけるキー操作に基づいて、音声変換プログラム１８３ｃの実行により変換される所定
の音声データの音声変換モードが、複数の音声変換モードの中から選択されるため、音声
情報を、ユーザ所望の音声で再生することが可能となる。
　また、装置本体１ａにおいて、検索プログラム１８３ｅの実行により、キー操作部２１
におけるキー操作に基づいて、テキスト記録プログラム１８３ｂの実行により記録された
テキストデータの中から、所定の語句を含むテキストデータが検索され、表示制御プログ
ラム１８３ｆの実行により、検索プログラム１８３ｅの実行により検索された所定の語句
を含むテキストデータと対応付けられたコンテンツデータに関する情報が、表示部２００
ａに表示される。したがって、ユーザは、音声情報に所定の語句が含まれるコンテンツデ
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ータに関する情報を容易に把握することができるとともに、音声情報に所定の語句が含ま
れるコンテンツデータに対して、容易にアクセスできることとなる。
【００８３】
　なお、本発明の範囲は、上記実施形態に限られることなく、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、検索プログラム１４３ｈ、１８３ｅの実行においてユーザに入力させるキーワ
ードを、マイクロホン２２から、音声入力することができる構成であっても良い。
　また、例えば、入力した一の音声情報を、複数のコンテンツデータに対応づけて記録さ
せることが可能な構成であっても良い。また、一のコンテンツデータに対して、複数の音
声情報を記録可能な構成であっても良い。
　また、例えば、音声変換部１２において、音の高さ・声質のみならず、話速やイントネ
ーション等も変換可能な構成であっても良い。その場合には、音声の話速をユーザが設定
できる構成であっても良い。
　また、音声情報は、コンテンツデータが記録された磁気ディスク１０ａに記録させなく
とも良く、例えば、装置本体１、１ａに内蔵又は外付される他の記録媒体に記録させても
良い。
　また、実施形態１に、テキスト表示プログラム１８３ｄが備わる構成であっても良い。
　また、例えば、入力された音声情報をテキスト変換して、文字情報として表示部２００
ａに表示させ、ユーザに、入力した音声情報の確認を行わせる機能が備わっていても良い
。
　また、表示部２００ａに表示されるコンテンツデータに関する情報は、上記実施形態で
示したものに限られず、記録開始時刻・記録終了時刻・ジャンル情報・出演者・番組内容
等、コンテンツに関するものであれば何でも良い。
　また、例えば、リモートコントローラ２、２ａにおける音声データの変調方式等はＦＭ
変調方式に限られない。
　また、例えば、音声メモの入力に際して、コンテンツの内容等に関するＥＰＧ情報を表
示部２００ａに表示させ、ユーザが当該ＥＰＧ情報を参照しながら、音声情報を入力する
構成であっても良い。
　また、例えば、音声メモを再生すると、コンテンツデータの再生も行われる構成であっ
ても良い。
　また、例えば、音声情報の入力は、音声メモ入力開始キー２１ａの押下から音声メモ入
力終了キー２１ｂを押下するまでの間に行う場合に限られず、所定のキーを押下している
間に音声情報の入力を行う構成であっても良く、また、所定のキーを押下してから所定時
間の間に音声情報の入力を行う構成であっても良い。
　また、リモートコントローラ２、２ａにおいて、音声データの送信を、リモコン信号送
信部２５とは別の送信部２４により行う構成としたが、音声データの送信方法はこれに限
られることなく、例えば、リモコン信号送信部２５により赤外線として送信する構成であ
っても良い。同様に、装置本体１、１ａにおいて、音声データの受信を、リモコン信号受
光部１３とは別の受信部３により行う構成としたが、音声データの受信方法はこれに限ら
れることなく、例えば、リモコン信号受光部１３により赤外線として受信する構成であっ
ても良い。これにより、音声データの送受信を、既存の構成を利用した低コストな方法に
より実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】実施形態１におけるＨＤＤレコーダの全体構成を示す図である。
【図２】実施形態１におけるリモートコントローラの要部構成を示すブロック図である。
【図３】表示部に表示されるコンテンツ一覧表示画面を例示する図である。
【図４】実施形態１における装置本体の要部構成を示すブロック図である。
【図５】磁気ディスクに記録されるデータのデータ構造を例示する図である。
【図６】選択プログラムの実行において、テレビジョン受像機の表示部に表示される音声
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変換モード選択画面の例示である。
【図７】検索プログラムの実行において、表示部に表示されるコンテンツ検索画面の例示
である。
【図８】表示制御プログラムの実行により、表示部に表示される検索結果表示画面の例示
である。
【図９】実施形態２におけるＨＤＤレコーダの全体構成を示す図である。
【図１０】実施形態２におけるリモートコントローラの要部構成を示すブロック図である
。
【図１１】実施形態２における装置本体の要部構成を示すブロック図である。
【図１２】テキスト表示プログラムの実行において、文字情報の表示されたコンテンツ一
覧表示画面を例示する図である。
【図１３】従来の記録再生装置において、再生コンテンツを選択する際等に、ディスプレ
イに表示されるタイトルリストを例示する図である。
【符号の説明】
【００８５】
１００　　　ＨＤＤレコーダ（記録再生装置）
１　　　　　装置本体
３　　　　　受信部（受信手段）
１０　　　　ディスクドライブ部（記録手段、再生手段、音声情報記録手段）
１０ａ　　　磁気ディスク（記録媒体）
１２　　　　音声変換部（音声変換手段）
１４１　　　ＣＰＵ（記録手段、再生手段、受信手段、音声情報記録手段、選択手段、音
声変換手段、変換音声出力手段、音声情報出力手段、検索手段、表示制御手段）
１４３ａ　　記録プログラム（記録手段）
１４３ｂ　　再生プログラム（再生手段）
１４３ｃ　　受信プログラム（受信手段）
１４３ｄ　　音声情報記録プログラム（音声情報記録手段）
１４３ｅ　　選択プログラム（選択手段）
１４３ｆ　　音声変換プログラム（音声変換手段）
１４３ｇ　　変換音声出力プログラム（変換音声出力手段、音声情報出力手段）
１４３ｈ　　検索プログラム（検索手段）
１４３ｉ　　表示制御プログラム（表示制御手段）
２００ａ　　表示部
２　　　　　リモートコントローラ
２１　　　　キー操作部
２２　　　　マイクロホン（音声情報入力手段）
２４　　　　送信部（送信手段）
２６　　　　制御部（音声情報入力手段、送信手段）
２７ａ　　　音声情報入力プログラム（音声情報入力手段）
２７ｂ　　　送信プログラム（送信手段）
３００　　　ＨＤＤレコーダ（記録再生装置）
１ａ　　　　装置本体
１０　　　　ディスクドライブ部（記録手段、再生手段、テキスト記録手段）
１６　　　　テキスト変換部（テキスト変換手段）
１７　　　　音声合成部（音声変換手段）
１８１　　　ＣＰＵ（記録手段、再生手段、受信手段、テキスト変換手段、テキスト記録
手段、選択手段、音声変換手段、変換音声出力手段、テキスト表示手段、検索手段、表示
制御手段）
１８３ａ　　テキスト変換プログラム（テキスト変換手段）
１８３ｂ　　テキスト記録プログラム（テキスト記録手段）
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１８３ｃ　　音声変換プログラム（音声変換手段）
１８３ｄ　　テキスト表示プログラム（テキスト表示手段）
１８３ｅ　　検索プログラム（検索手段）
１８３ｆ　　表示制御プログラム（表示制御手段）
２ａ　　　　リモートコントローラ
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